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地上望遠鏡を用いた金星雲頂熱構造の時間変動観測

Ground-based observations of temporal variations in Venus cloud-top thermal structures
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我々は、2007年 7月および 10月にハワイの望遠鏡（IRTF、すばる望遠鏡）を用いて金星の波長 8-13micron帯におけ
る中間赤外線撮像分光観測を行い、金星雲頂の熱構造の時間変動を明らかにした。
金星の雲頂高度 (65km付近)は、超回転と呼ばれる大気の高速惑星循環が最速となる高度であり、現在考案されてい

るいくつかの超回転メカニズムにおいて鍵となる領域であるため、雲頂における大気運動や波動を観測的に明らかにす
ることは重要である。過去 Pioneer Venus Orbiterなどの紫外線観測により、金星雲頂の模様やその時間変動から推定され
る大気運動が研究されてきた（Rossow et al., 1980）。しかし、紫外線反射率変動に起因する雲の模様では、雲頂高度にお
ける鉛直方向の大気運動についての議論はできず、また太陽に照らされた昼面のみの情報しか得ることができない。こ
の困難を克服するためには、雲頂から放射される中間赤外線の観測が有効である。雲頂の高度変動や大気の鉛直混合に
よって雲頂の温度変動が生じ、それが放射される中間赤外線量に表れると期待されるからである。2005年に我々がすば
る望遠鏡を利用して行った金星中間赤外線観測によって、水平スケール数 100kmの帯状や斑状になった雲頂高度の温度
むらが発見された。これらは紫外線に見られる雲の模様に似た特徴を持ち、また斑状構造については、対流運動によっ
て温位の異なる空気塊が移動してきて雲頂に温度むらを生じさせている可能性がある。
本研究は、前観測では導出できなかった温度むらの時間変動やその領域での鉛直温度分布を導出し、斑状構造の生成

物理を決定することを目的としている。具体的には、地上から雲の変動を観測するに足る約 2時間間隔の時刻で金星中
間赤外線画像を取得し、その画像間での温度むら構造を比較し、移動速度や存在時定数などを議論する。加えてその領
域の分光観測を行うことで雲頂付近での鉛直温度分布を導出し、大気の安定性などを調べる。その際、金星標準大気モ
デルのデータをもとに、放射伝達計算を行い観測に合致する大気構造を決定する。
現時点では、放射モデル計算は行っていないが、2時間隔てた画像間から導出した有意な雲頂温度むらの時間変動につ

いての報告をする。またすばる望遠鏡での連続した 5日間の観測データから、その日変動についても議論する。初期解
析としては、温度むら構造が南北方向に移動していると見られ南北波動の存在が考えられるが、今後詳細な解析が必要
である。
この地上観測の結果を、金星周回軌道上の Venus Express衛星に搭載された紫外線カメラ VMC や可視近赤外分光器

VIRTISの取得データと比較することで、温度むら構造の紫外線模様との対応や雲下層との関連性の議論が可能である。
今後は ESAの研究者と共同研究を行う予定であり、金星大気物理の総合的な理解を目指す。


